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当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、原油、資源価格の高騰や世界的な金融不安の増大に
より、輸出の減少、設備投資意欲の減退、ならびに個人消費が弱含むなど、実体経済へのマイナスの影響
が顕在化する厳しい状況のなか推移しました。  
 こうした環境下、耐火物の主たる需要先である鉄鋼業界は、新興国等の外需および自動車、造船等の国
内製造業向けが引き続き好調に推移したことにより、その生産量は引き続き好調に推移しました。しかし
ながら当社耐火物の主要販売先であるセメント業界は、公共工事、建設工事の低迷による需要減や燃料価
格上昇のコストアップ要因もあり、非常に厳しい環境のなか推移しました。また経済環境の急変にともな
い、民間設備投資にも徐々に陰りが見え始めたことも当社グループの事業に大きな影響を及ぼしつつあり
ます。  
 こうした中、当社グループとしては全事業において、より高品質の製品を需要先の皆様に提供すること
に全力をあげて取り組むとともに、当社の置かれている急激な製造コスト増加の現状にもご理解を頂きな
がら製品価格の改定を進めてまいりました。また原材料価格の高騰を見越した原材料の先行手配や各種の
コストダウン対策を継続して推進し、高品質で適正な価格の製品を需要先の皆様にお届けする努力を行な
ってまいりました。  
 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は4,824百万円（前年同期比12.0%増）、営業利益は280
百万円（前年同期比100.0%増）、経常利益は292百万円（前年同期比97.7％増）、四半期純利益は125百万
円（前年同期比121.0%増）となりました。  
 なお、前年同期比増減率は参考として記載しております。 
  

第２四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べ126百万円増加いたしました。主な要因は、
仕掛品が141百万円、原材料が129百万円、製品が73百万円増加し、現金及び預金が152百万円、投資有価
証券が90百万円減少しましたこと等によるものであります。  
 純資産の部は、6,371百万円となり前連結会計年度末に比べて49百万円増加となりましたが、その主な
要因は利益剰余金が89百万円、少数株主持分が30百万円増加し、その他有価証券評価差額金が74百万円減
少したこと等によります。  
  

今後のわが国の経済環境は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融危機が世界的に実体経済
に急激な悪化の影響を及ぼしつつあり、当分の間、視界不良の厳しい状況が続くものと思われます。当社
グループとしましては、より一層の製品価格の改善およびコストダウンに努めるとともに新分野・新製品
開発を推し進め、利益確保に努めてまいります。しかしながら、第３四半期以降は従前の調達価格での原
材料の投入が逐次減少し、高価格で調達した原材料の投入が製造コストを急速に押し上げることが必至で
あり、非常に厳しい状況になると予測しております。従いまして、平成20年５月21日発表の通期の業績予
想に変更はありません。 
  

  

該当事項はありません。 
  

一般債権の貸倒見積高の算定 
当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな
いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

  

会計処理基準に関する事項の変更 
重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 
たな卸資産については、従来、未成工事支出金については個別原価法、その他のたな卸資産につい
ては移動平均法による低価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価
に関する会計基準」(企業会計基準委員会 企業会計基準第９号 平成18年７月５日)が適用されたこ
とに伴い、未成工事支出金については個別原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)、その他の
たな卸資産については移動平均法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)により算定し
ております。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は
57,613千円減少し、税金等調整前四半期純利益は112,627千円減少しております。 
追加情報 
機械及び装置の耐用年数については法人税法の改正を契機として見直しを行ない、一部の資産につ
いて耐用年数を変更して減価償却費を算定する方法に変更しております。これにより、従来の方法に
よった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利
益は8,710千円減少しております。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 1,809,668 1,962,452 

受取手形及び売掛金 3,773,856 3,734,355 

有価証券 8,779 8,761 

製品 1,022,587 949,177 

原材料 813,695 684,410 

仕掛品 443,373 302,345 

その他 475,713 419,189 

貸倒引当金 △13,018 △11,678 

流動資産合計 8,334,656 8,049,015 

固定資産 

有形固定資産 1,676,308 1,737,898 

無形固定資産 111,784 113,591 

投資その他の資産 

投資有価証券 1,113,382 1,204,016 

その他 546,415 548,300 

貸倒引当金 △56,762 △53,182 

投資その他の資産合計 1,603,035 1,699,134 

固定資産合計 3,391,128 3,550,623 

資産合計 11,725,784 11,599,638 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 2,541,040 2,521,714 

短期借入金 680,000 680,000 

未払法人税等 60,062 21,252 

賞与引当金 202,884 211,000 

役員賞与引当金 21,150 27,700 

製品保証引当金 17,100 32,058 

工事損失引当金 20,646 － 

その他 530,422 413,828 

流動負債合計 4,073,306 3,907,553 

固定負債 

社債 400,000 400,000 

退職給付引当金 550,397 539,513 

役員退職慰労引当金 169,378 272,584 

その他 161,273 158,090 

固定負債合計 1,281,048 1,370,188 

負債合計 5,354,355 5,277,741 
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（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部 

株主資本 

資本金 877,000 877,000 

資本剰余金 415,892 413,208 

利益剰余金 5,008,270 4,919,260 

自己株式 △601,021 △602,803 

株主資本合計 5,700,142 5,606,665 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 207,485 281,551 

評価・換算差額等合計 207,485 281,551 

少数株主持分 463,801 433,680 

純資産合計 6,371,429 6,321,897 

負債純資産合計 11,725,784 11,599,638 
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(2) 【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

売上高 4,824,695 

売上原価 3,750,751 

売上総利益 1,073,943 

販売費及び一般管理費 793,341 

営業利益 280,601 

営業外収益 

受取利息 1,590 

受取配当金 14,719 

その他 6,261 

営業外収益合計 22,572 

営業外費用 

支払利息 9,332 

その他 1,105 

営業外費用合計 10,437 

経常利益 292,736 

特別利益 

投資有価証券売却益 16,288 

役員退職慰労引当金戻入額 15,671 

その他 8,707 

特別利益合計 40,667 

特別損失 

たな卸資産評価損 55,013 

その他 2,195 

特別損失合計 57,209 

税金等調整前四半期純利益 276,194 

法人税、住民税及び事業税 56,882 

法人税等調整額 70,350 

法人税等合計 127,233 

少数株主利益 23,836 

四半期純利益 125,124 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 276,194 

減価償却費 110,523 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,919 

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,116 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,550 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △14,958 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 20,646 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,883 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △103,205 

受取利息及び受取配当金 △16,310 

支払利息 9,332 

投資有価証券売却損益（△は益） △16,288 

売上債権の増減額（△は増加） △39,501 

たな卸資産の増減額（△は増加） △357,508 

仕入債務の増減額（△は減少） 19,325 

前払費用の増減額（△は増加） △36,942 

前受金の増減額（△は減少） 175,878 

未払金の増減額（△は減少） △113,285 

未払消費税等の増減額（△は減少） 26,464 

その他 6,055 

小計 △52,443 

利息及び配当金の受取額 16,310 

利息の支払額 △8,322 

法人税等の支払額 △14,159 

営業活動によるキャッシュ・フロー △58,614 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △42,836 

投資有価証券の取得による支出 △35,178 

投資有価証券の売却による収入 24,014 

その他 △7,410 

投資活動によるキャッシュ・フロー △61,411 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

配当金の支払額 △37,251 

少数株主への配当金の支払額 △1,335 

その他 6,384 

財務活動によるキャッシュ・フロー △32,201 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △565 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △152,794 

現金及び現金同等物の期首残高 1,943,951 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,791,157 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 
 該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） 
 該当事項はありません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考」

前年同四半期に係る財務諸表

(1)中間連結損益計算書

前中間連結会計期間 

(自 平成19年４月１日 

  至 平成19年９月30日)

区分 金額(千円)
百分比 

(％)

Ⅰ 売上高 4,305,937 100.0

Ⅱ 売上原価 3,383,229 78.6

   売上総利益 922,708 21.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費

 １ 人件費 261,187

 ２ 荷造発送費 169,340

 ３ 旅費交通費 33,934

 ４ 販売手数料 9,561

 ５ 減価償却費 8,865

 ６ 研究開発費 100,838

 ７ 退職給付費用 19,265

 ８ 役員退職慰労引当金繰入額 16,788

 ９ 賞与引当金繰入額 62,424

 10 その他 100,204 782,410 18.1

    営業利益 140,297 3.3

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 1,226

 ２ 受取配当金 18,400

 ３ 受取賃貸料 2,630

 ４ 負ののれん償却額 1,520

 ５ その他 1,902 25,681 0.6

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 7,287

 ２ 社債発行費 9,961

 ３ その他 674 17,923 0.5

    経常利益 148,055 3.4

Ⅵ 特別利益

 １ 貸倒引当金戻入益 13,907

 ２ 固定資産売却益 546

 ３ 製品保証引当金戻入益 2,790

 ４ 投資有価証券売却益 8,765

 ７ その他 2,063 28,073 0.7

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産売却損 38

 ２ 固定資産除却損 1,369

 ３ 災害損失 2,750

 ５ その他 60 4,218 0.1

   税金等調整前中間純利益 171,910 4.0

   法人税、住民税及び事業税 52,917

   法人税等調整額 35,596 88,514 2.1

   少数株主利益 26,767 0.6

    中間純利益 56,629 1.3
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(2)中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日 
  至 平成19年９月30日)

区分 金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

   税金等調整前中間純利益 171,910

   減価償却費 97,908

   負ののれん償却額 △1,520

   退職給付引当金の増減額(減少：△) △5,973

   役員退職慰労引当金の増減額(減少：△) 15,948

   貸倒引当金の増減額(減少：△) △14,534

   賞与引当金の増減額(減少：△) △7,390

   役員賞与引当金の増減額(減少：△) △11,360

   製品保証等引当金の増減額(減少：△) △760

   受取利息及び受取配当金 △19,627

   支払利息 7,287

   社債発行費 9,961

    固定資産除却損 1,369

   投資有価証券売却損益(益：△) △8,765

   売上債権の増減額(増加：△) 1,123,545

   たな卸資産の増減額(増加：△) △659,132

   仕入債務の増減額(減少：△) 185,280

   前受金の増減額(減少：△) 267,262

   未払消費税等の増減額(減少：△) △58,857

   保険金収入 △1,354

   災害損失 2,750

   その他 △54,212

    小計 1,039,734

   利息及び配当金の受取額 19,627

   利息の支払額 △9,423

   保険金の受取額 1,354

   災害損失の支払額 △2,750

   法人税等の支払額 △204,863

  営業活動によるキャッシュ・フロー 843,678
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前中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日 
  至 平成19年９月30日)

区分 金額(千円)

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

   定期預金の預入による支出 △13,241

   定期預金の払戻による収入 13,228

   有形固定資産の取得による支出 △118,797

   有形固定資産の売却による収入 1,067

   無形固定資産の取得による支出 △12,400

   投資有価証券の取得による支出 △28,591

   投資有価証券の売却による収入 76,455

   貸付金回収による収入 3,208

   その他 △4,921

  投資活動によるキャッシュ・フロー △83,993

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

   短期借入金の純増減額(減少：△) △100,000

   社債の発行による収入 390,038

   社債の償還による支出 △400,000

   自己株式の売却による収入 3,225

   配当金の支払額 △34,120

   少数株主への配当金の支払額 △1,335

   その他 △865

  財務活動によるキャッシュ・フロー △143,057

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △320

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額(減少：△) 616,307

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,376,973

Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末残高 1,993,280
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